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多賀城市の概要第２章 

§１ 多賀城市の特性

１ 自然特性

多賀城市は、宮城県のほぼ中央、仙台平野の東端に位置し、仙台市、塩竈市、利

府町、七ヶ浜町に接しています。 

面積は19.6９km2で、西部・南部には平野が広がっており、市域の約53％が

標高5m以下で平坦な地形となっています。 

気候は比較的温暖で、年平均気温は11度から13度で推移し、月平均気温が氷

点下になる事もほとんどありません。 

平成 25年度の実績では、日照時間は1,879.5 時間、降水量が1,135.0mmと

なっています。 

図 ２-１ 多賀城市の位置 

表 ２-１ 平成 25年度の多賀城市の気象状況 

年度 
気温（℃） 降水量(mm） 日照時間数 

（h） 平均 最高 最低 総量 最大日量 

平成 25年度 12.7 35.6 -5.8 1,135.0 103.5 1,879.5 

※資料 仙台管区気象台 

※降水量は、多賀城市雨量計（多賀城市役所設置）による午前9時の観測値 
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２ 歴史的特性

多賀城は、奈良から平安時代にかけて、陸奥国（むつのくに）の国府が置かれた

ところで、奈良時代には鎮守府もあわせ置かれました。神亀元年（じんきがんねん

＝７２４年）に大野東人（おおのの あずまひと）によって創建され、平安時代の

中頃に終焉を迎えるまで、東北地方の政治・文化・軍事の中心地としての役割を果

たしました。 

現在、「多賀城跡附寺跡（たがじょうあとつけたりてらあと）」として、国の特

別史跡に指定され、奈良県の平城宮跡（へいじょうきゅうせき）、福岡県の大宰府

跡と並ぶ日本三大史跡の一つに数えられています。 

また、天平宝字６年（てんぴょうほうじ６年＝７６２年）に多賀城の修造を記念

して建立された多賀城碑は、群馬県の多胡碑（たごひ）、那須国造碑（なすのくに

のみやつこのひ）とともに日本三古碑に数えられており、平成１０年に国の重要文

化財に指定されています。 

さらに、平成２６年には、松尾芭蕉の紀行文『おくのほそ道』に登場する良好な

景観地として、「壺碑（つぼのいしぶみ）」「興井（おきのい）」「末の松山」が、

国の名勝「おくのほそ道の風景地」に指定されるなど、名所・旧跡の豊富なところ

が本市の特徴となっています。 

1889年（明治22年）4月 1日、新田村、山王村、南宮村、高橋村、浮島村、

市川村、高崎村、八幡村、東田中村、留ヶ谷村、下馬村、笠神村、大代村の13村

が合併し、陸奥国府の名をとって宮城郡多賀城村として発足し、その後、町制施行

に伴う多賀城町を経て、1964年（昭和39年）、仙台湾地域の新産業都市指定を

機に、海軍工廠の跡地や周辺の低湿地に臨海工業地域を建設する目的で仙台塩釜港

仙台港区が建設されたことにより、仙台都市圏及び

東北地方の物流拠点として急速に発展を遂げ、

1971年（昭和46年）11月 1日、市制施行に

より多賀城市が誕生しました。 

多賀城跡 多賀城碑 
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３ 土地

３ １ 面積

面積は、19.6９kｍ2であり、宮城県の面積7,282.14km2の 0.27％を占めて

います。 

３ ２ 土地利用

土地は、概ね平坦で東南に向かって平野が開け、仙台塩釜港仙台港区に隣接した

工場地帯を形成しています。東北部は丘陵性の高台で住宅地になっており、西南部

を七北田川、中心部を二級河川砂押川が東西に貫流し、ともに仙台湾に注いでいま

す。 

図 ２-２に平成25年度の土地利用状況を示します。 

宅地が全体の44.48％を占有し、次に田が15.47％、畑、雑種地が4.17％と

続いています。 

図 ２-２ 多賀城市の土地利用 

あやめ類は古代より本市に自生する多

年草で、美しい花を咲かせます。 

繁殖力も旺盛で市の発展にふさわしく、

昭和６１年１１月１日市制施行１５周年

を記念して決定しました。 

市花 あやめ 
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４ 災害

４ １ 地震災害

多賀城市における近年の地震は、表 ２-２に示す5つの地震があります。 

内陸型地震として、①宮城県北部地震、③宮城県北部連続地震、④岩手・宮城内

陸地震、海洋型の地震として②宮城県沖地震、⑤東北地方太平洋沖地震（東日本大

震災）（3月11日及び4月7日）があります。 

また、津波災害を引き起こしたものとしてチリ地震津波（M8.5）及び⑤東北地

方太平洋沖地震（M9.0）があります。 

東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）の被害状況は「第３章 東日本大震災」

で紹介します。 

表 ２-２ 多賀城市における近年の地震 

名称 発生日 マグニチュード 最大震度 その他 

① 宮城県北部地震 S37.4.30 M6.5 震度 5 内陸型 

② 宮城県沖地震 S53.6.12 M7.4 震度 5 海洋型 

③ 宮城県北部連続地震 H15.7.26 M5.5 震度 6強 内陸型 

④ 岩手・宮城内陸地震 H20.6.14 M7.2 〃 〃 

⑤ 
東北地方太平洋沖地震 

（東日本大震災） 

H23.3.11 M9.0 震度 7 海洋型 

H23.4.07 M7.1 震度 6強 〃 

出典：東日本大震災の記録（多賀城市総務部交通防災課）

写真左：ＪＸ仙台製油所火災と仙台港一帯の航空写真

写真右：八幡１丁目から町前１丁目の津波状況
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４ ２ 津波災害

東日本大震災以前における市域の津波による災害履歴は、被害の明白な記録が少

なく、仙台地方に被害があったと思われるものや記録の明らかなものを整理すると

6回程度となっています（防災アセスメント調査による）。 

多賀城市は、仙台港が現在の姿で開設される昭和40年代半ばまでは直接海に面

しておらず、津波は、塩釜湾から貞山運河への遡上のみで、昭和8年3月 3日の

三陸地震津波、昭和35年 5月 24日のチリ地震津波において多少の被害が発生し

ました。 

なお、古くは貞観11（869）年5月 26日には、マグニチュード8.3 ないし

8.4 以上と推定される巨大地震が発生しており、この地震によって発生した津波で

は、溺死者が1,000人に及ぶなど、壊滅的な被害を受けたことが「日本三代実録」

という歴史書に記されています。 

４ ３ 風水害

多賀城市における風水害（総降雨量300㎜以上かつ災害救助法適用）は、台風

の太平洋岸の北上又は本州の縦断による暴風雨、発達した低気圧の接近による集中

的・局地的な豪雨によるものです。 

特に大きな被害があったものとして、昭和61年 8月 4日から5日にかけての

台風10号による総降雨量394㎜、平成6年9月 22日から23日の集中豪雨に

よる304.5 ㎜があります。 

このような短時間の集中的な降雨の場合、多賀城市は、低地の河川勾配が小さい

ため、大量の雨水を排出できず、市街化の進行による急速な雨水流出と、地下への

雨水浸透の阻害が浸水被害の拡大を引き起こしています。 

このため、多賀城市における水害は、家屋の浸水、道路の冠水、水田・畑等の農

作物の冠水がほとんどであり、家屋の浸水は、氾濫平野、後背湿地、旧河道に集中

しています。 
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§２ 社会条件の把握

１ 人口

多賀城市の人口は、少子化、超高齢社会※1を背景に、平成20年度の63,129

人をピークに減少傾向を示しており、平成26年度末実績では62,480人となって

います。 

仙台市の近郊都市という一面から、人口減少は宮城県内の他市町村と比較すると

比較的少ない傾向があります。 

また、公務員住宅や自衛隊多賀城駐屯地、大学等があることから、転入・転出者

数が多いことも特徴です。 

1世帯の構成人員は、単身世帯や少人数世帯の増加を背景に、緩やかな減少傾向

を示しており、平成2６年度には2.41人／世帯となっている一方で、給水戸数は、

増加傾向を示しており、平成2６年度の給水戸数は、平成16年度の20,877戸か

ら2,395戸数増えた 23,272戸となっています。 

図 ２-３ 行政区域内人口及び給水人口※2並びに世帯人員の実績 

※1 超高齢社会：世界保健機構（WHO）や国連の定義によると、総人口に対する65歳以上の高齢者人口が占め

る割合を高齢化率といい、高齢化率が7％を超えた社会を「高齢化社会」、14％を超えると「高齢社会」、

21％を超えると「超高齢社会」といいます。 
※2 給水人口：本市の行政区域内には、多賀城市が運営する上水道事業と、本市北東部（黒石崎、下馬、笠神地区

の一部）の、塩竈市水道事業の給水区域があり、行政区域内人口と給水人口に約6,500人の差があります。 
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２ 産業

産業別就業割合を見ると、図 ２-４に示すとおり、第一次産業が1.1％、第二次

産業が20.1％、第三次産業が73.8％です。 

このうち、第三次産業の就業者割合は、図 ２-５に示すとおり、最も多いのが卸

売・小売で24.9％、次に運輸・郵便業が12.3％、公務が12.1％と続いています。 

図 ２-４ 産業別就業割合 図 ２-５ 第三次産業の就業者 

※多賀城市統計資料（平成22年） 

３ 交通

多賀城市の主要な幹線道路には、国道45号、自動車専用道路の三陸縦貫自動車

道があり、鉄道では、JR東北本線、JR仙石線が通っており、それぞれ「陸前山王

駅、国府多賀城駅」、「多賀城駅、下馬駅」には仙台駅から15～20分ほどでア

クセスが可能で、通勤、通学に便利です。 

図 ２-６ 多賀城市の交通網  

出典：第五次多賀城市総合計画
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§３ 水道事業の概要

１ 水道事業の沿革

創 設 

多賀城市の水道は、海軍工廠及び工員住宅のための水道施設の一部を国から無償借

用し、水源等の管理権のある進駐軍からの分水を受けて、昭和26年に計画給水人口

8,000人、計画一日最大給水量1,800m3/日を目標に村営水道事業を開始したのが

はじまりでした。 

事業開始当時は水需要が日毎に増加する一方、布設計画や維持管理にはすべて進駐

軍の承認が必要という、町の意思で事業運営ができない異例の創設でした。 

第 1次拡張事業 

昭和 32年 4月に進駐軍が撤退したことにより、水道施設は防衛庁に所轄換えとな

り、さらに、町は仙台湾臨海地域として著しい産業発展期を迎え、水需要は、ますま

す増加傾向を示してきました。 

このような背景から、新たな水源開発や浄水場の建設を計画し、昭和43年 5月、

塩竈市との分水契約の締結、4箇所の深井戸を水源とする紅葉山浄水場を整備する、

計画給水人口20,000人、計画一日最大給水量6,300m3/日の第1次拡張事業を開

始しました。 

第 2次拡張事業 

昭和 45年 12月、仙台新港建設地域の後背地として急激な人口増加と小工場の進

出による水需要の増加への対応が急務となり、仙台分水（釡房ダム水系）地点の設置、

末の松山配水場の整備、天の山配水池までの送配水管整備事業等を行う第2次拡張事

業を、計画給水人口38,200人、計画一日最大給水量12,750m3/日で開始しまし

た。 

第 3次拡張事業 

仙台港の背後池として地理的に恵まれ、工場進出による産業の発展、宅地開発によ

る人口増加により、水需要が急速に伸びてきたことを受け、昭和49年 8月、新田地

内の七北田川左岸に5本の井戸を掘り、浄水能力11,000m3/日の新田浄水場及び市

川配水池（2,000m3）を築造する、第3次拡張事業を開始しました。 

その後、陸上自衛隊多賀城駐屯地を給水区域に編入する第3次拡張事業第1回変

更を昭和54年 3月、末の松山配水場に除鉄・除マンガン設備を設置する第3次拡

張事業第2回変更を昭和56年 8月に行いました。 

第 4次拡張事業 

更なる産業の発展に伴う人口の増加と、昭和53年には下水道が供用開始されたこ

とに伴い、水需要は更なる増加が見込まれる一方、自己水源の新田水源は水源井の性
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状等の変化を受けて揚水量を削減、また。紅葉山水源については、周辺宅地の地盤沈

下の懸念により廃止することとなり、水源水量の不足が見込まれる事態となりました。 

これを受け、平成元年から供給開始予定となる宮城県仙南・仙塩広域水道用水供給

事業からの受水を決定し、これらに伴う施設拡張を図るため、昭和61年 11月から

5ヵ年に渡り、計画給水人口55,200人、計画一日最大給水量23,800m3/日の第

4次拡張事業を実施し、利府町に森郷配水池、岡田集水場の築造、並びに末の松山浄

水場に遠方監視装置を設置し、岡田水源及び岡田集水場の無人化を図りました。 

第 5次拡張事業 

生活様式の多様化や下水道の普及により生活用水の需要が伸びることが予想され

たことから、宮城県仙南・仙塩広域水道の最終年度での受水量を21,000m3/日に増

量を行い、将来的な保有水量を確保する計画を立て、目標年度を平成17年として、

計画給水人口63,070人、計画一日最大給水量30,280m3/日の第5次拡張事業を

平成3年から開始しました。 

この事業では、配水管網の整備と併せ、水の安定供給を図るために、平成6年に森

郷第2配水池、平成11年に天の山配水池、平成12年に天の山第2配水池を築造

しました。 

また、平成26年に新田浄水場は廃止し、跡地は災害公営住宅として有効活用され

ています。 

表 ２-３に創設から第5次拡張事業までの事業の沿革と、図 ２-７に水道事業の変

遷を示します。 

表 ２-３ 多賀城市水道事業の沿革 

名称 
認可 

年月日 

起工 

年月 

竣工 

年月 

給水 

開始 

年月 

事業費 

(千円) 

目標

年次 

計画 

給水 

人口 

(人)

最大給水量 

一人一日

( /人/日) 

一日 

(m3/日) 

創設 S26.2.1 海軍工廠の施設のため不明 8,000 225 1,800 

塩竈分水

工事 
S41.5.2 S40.12 S40.12 S40.12 3,390 － 17,800 157 2,800 

第 1次拡張 S43.2.14 S43.5 S44.5 S44.5 88,473 S48 20,000 315 6,300 

第 2 次拡張 S45.11.18 S45.12 S47.3 S47.3 170,128 S55 38,200 333 12,750 

第 3 次拡張 S49.3.13 S49.8 S51.3 S51.10 1,016,996 S60 53,600 400 21,440 

第 1 回変更 S54.3.30 － － S54.4 0 S60 54,600 411 22,440 

第 2 回変更 S56.8.18 S56.8 S56.11 S56.12 31,800 S60 54,600 411 22,440 

第 4 次拡張 S61.3.31 S61.11 H2.3 H1.4 3,166,000 H2 55,200 431 23,800 

第 5 次拡張 H3.3.4 H3.4 H18.3 H11.4 4,500,000 H17 63,070 480 30,280 
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図 ２-７ 水道事業の変遷 
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２ 水需給の実績

多賀城市の水道は、昭和26年 2月に計画給水人口8,000人、計画一日最大給

水量1,800m3/日で創設認可を受け、その後、市勢の発展に伴い、数次の拡張事業

認可を経て、平成3年3月に計画給水人口63,070人、計画一日最大給水量

30,280m3/日とする第5次拡張事業を推進しています。 

普及率は、平成25年度実績で99.99％です。 

しかしその一方で、人口減少や水需要の低迷を背景に、給水人口、給水量共に年々

減少しており、給水人口は平成2６年度実績で56,099 人（計画値の88.9％）、

一日最大給水量17,661m3/日（計画値の58.3％）であり、計画値を下回ってい

ます。 

表 ２-４に平成17年度から平成26年度までの過去10年の水道普及と給水状

況を示します。 

表 ２-４ 水道普及・給水状況 

年度 

給水区域

内人口

(人) 

給水人口 

(人) 

普及率 

（％） 

一日最大

給水量 

（m3/日）

一人一日 

最大給水量

（ ）

一日平均

給水量 

（m3/日）

一人一日 

平均給水量 

（  /人 /日）

平成 

17年度 
56,110 56,103 99.99 19,797 353 17,311 309 

平成 

18年度 
56,263 56,256 99.99 20,192 359 17,284 307 

平成 

19年度 
56,276 56,269 99.99 19,927 354 17,271 307 

平成 

20年度 
56,575 56,568 99.99 19,348 342 16,831 298 

平成 

21年度 
56,474 56,470 99.99 18,825 333 16,882 299 

平成 

22年度 
56,151 56,147 99.99 20,951 373 16,403 292 

平成 

23年度 
54,984 54,980 99.99 19,898 362 15,217 277 

平成 

24年度 
55,356 55,353 99.99 18,056 326 16,011 289 

平成 

25年度 
55,573 55,570 99.99 19,140 344 16,139 290 

平成 

26年度 
56,102 56,099 99.99 17,661 315 16,127 287 



多賀城市新水道ビジョン 

第
２
章

多
賀
城
市
の
概
要

15 

３ 施設の概要

３ １ 主要施設の位置

３ ２ 多賀城市の水の流れ
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３ ３ 主な施設の規模及び概要

 末の松山浄水場  

浄水処理方式：急速ろ過方式※3

完成年月：昭和47年 3月 

実施設能力：3,250m3/日 

浄水池容量：2,000m3

仙台分水（浄水受水）：5,000m3/日 

※3 急速ろ過方式：水道原水に凝集剤を注入し濁質を大きなかたまり（フロック）にして沈澱させた後、ろ過し、

濁質をきれいに取り除く浄水方法。原水の濁りが比較的高い場合でも有効で、また少ない敷地面積で多量の水

を処理することができます。 

：原水 

：浄水 
水源 浄水場 

上向流式傾斜
板沈澱池 

岡田集水場 着水井 
薬品 
混和池 

フロック
形成池 

沈澱池 送水 
加圧式 
急速ろ過器 

浄水池 

仙台分水 

【末の松山浄水場】 
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 天の山配水池  

構造：ＰＣ※4造 2,250ｍ３×2池  計 4,500ｍ３

完成年月：平成11年 4月（1号池）、平成12年 3月（2号池） 

ＨＷＬ＝49.0ｍ 

ＬＷＬ＝39.0ｍ 

 市川配水池  

構造：ＰＣ造 1,800ｍ３

完成年月：昭和51年 7月 

ＨＷＬ＝57.28ｍ 

ＬＷＬ＝51.43ｍ 

平成１９年耐震補強工事実施済み 

 森郷配水池  

構造：ＰＣ造 8,000ｍ３×2池  計 16,000ｍ３

完成年月：平成元年6月（1号池）、平成6年2月（2号池） 

ＨＷＬ＝86.0ｍ 

ＬＷＬ＝74.0ｍ 

※4 ＰＣ：（プレストレスト・コンクリート） コンクリートは圧縮応力に強く、引張応力に弱い性質を持ちます。

そこで、コンクリートにあらかじめ圧縮応力（プレストレス）を与えることにより、引張応力を打ち消すとい

う原理に基づいて造られたコンクリート。 


